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第 60 号 

2015 年 

10 月号 

今
年
度
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

８
月
９
日
（
日
）
に
、
毎
年
恒
例
の
ね
り
ま
シ
ニ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

１
６
０
名
の
参
加
で
、
練
馬
区
役
所
地
階
会
議

室
で
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
も
会
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
配
置
で
、
会
員
相

互
の
懇
談
も
和
気
藹
々
に
行
わ
れ
た
よ
う
に
思

わ
れ
、
参
加
者
数
も
多
く
、
こ
の
方
式
で
の
開
催

が
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
ち
ご
会 

井
上
隆
雄 

 

長
崎
原
爆
被
爆
者
に
対
す
る
「
黙
と
う
」
で
始

ま
っ
た
第
一
部
は
、
次
の
弦
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

美
し
い
調
べ
に
し
ば
し
暑
さ
を
忘
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
１
６
０
名
の
出
席
者
の
前
で
「
い
ち

ご
会
」
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
へ
の

帰
属
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
交
流

会
で
は
先
輩
同
期
会
を
い
く
つ
か
挨
拶
に
回
っ
た

と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
き
、

又
お
互
い
の
行
事
に
相
互
交
流
が
図
れ
る
可
能

性
が
あ
る
等
、
本
当
に
実
の
あ
る
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
準
備
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
   

 石神井 Int’l オーケストラの演奏                 新同期会「いちご会」の紹介  

平
成
27
年
度
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

構
成
団
体 

会
長(

代
表
者)

名 

 
 

（
敬
称
略
） 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
Ｈ
４
）  

四
季
会
（
Ｈ
９
）  

睦 

会
（
Ｈ
11
） 

八
展
会
（
Ｈ
13
） 

メ
ロ
ウ
メ
イ
ツ
す
ば
る
（
Ｈ
14
） 

Ｅ
Ｌ
Ｆ
（
エ
ル
フ
）
（
Ｈ
16
） 

ト
リ
ト
ン
ね
り
ま
（
Ｈ
17
） 

ひ
と
み
会
（
Ｈ
18
）  

虹
の
会
（
Ｈ
19
）  

ま
る
く
会
（
Ｈ
21
）  

楽
友
会
（
Ｈ
22
） 

二
三
の
会
（
Ｈ
23
）  

み
ん
な
の
会
（
Ｈ
24
）  

一
笑
会
（
Ｈ
25
） 

ひ
ま
わ
り
（
Ｈ
26
） 

い
ち
ご
会
（
Ｈ
27
） 

（  

）
内
は
設
立
年 

設
立 

（ )

内
は
設
立
年 

山
本 

雄
一 

桑
原 

義
和 

渋
井 

良
郎 

熊
谷 

玄
之 

奥
村 

悦
郎 

内
藤 

雄
幹 

武
藤 

 
 

哲 

伊
知
地
哲
男 

丸
山 

敏
雄 

小
澤 

 
 

渉 

小
倉 

政
夫 

岡
部 

史
生 

桂 
 

 

幸
嗣 

久
保
田
秀
夫 

大
貫 

雅
弘 

井
上 

隆
雄 

講
演
会
の
案
内 

「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
日
本
経
済
」
浜
矩
子
教
授 

10
月
８
日(

木)

14
時 

大
泉
学
園
ゆ
め
り
あ
ホ
ー
ル 



【会員のひろば】 

《高
齢
者
と
助
け
合
い
》 

10
年
前
、
千
人
以
上
が
住
む
我
が
光

が
丘
団
地
の
住
民
も
高
齢
化
が
進
ん
で

き
て
お
り
、
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
、
知
人
数
人

に
呼
び
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て

は
ど
う
か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
賛
同
を

得
た
の
で
、
「助
け
合
い
の
会
」と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。 

１
年
間
は
、
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
試

行
し
、
現
在
の
運
営
は
、
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。 

（名
称
）暮
ら
し
の
助
け
合
い
の
会 

（対
象
）団
地
居
住
者
全
員 

（登
録
）助
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
出 

来
る
こ
と
を
事
前
に
連
絡
し
て
お
く
。 

（サ
ー
ビ
ス
内
容
） 

無
理
な
く
、
簡
単
に
出
来
る
こ
と
。 

例
：
ご
み
の
搬
出
、
家
具
の
移
動
、
掃

除
、
蛍
光
管
等
の
取
り
換
え
、
パ
ソ

コ
ン
等
の
取
扱
い
説
明
等 

（対
価
）有
償  

30
分
、
２
５
０
円
、
１
人
当
た
り 

（報
告
）サ
ー
ビ
ス
し
た
都
度
、
報
告
書
を 

作
成
す
る
。 

（組
織
）効
率
的
な
運
営
を
考
慮
し
、
団 

地
管
理
組
合
の
生
活
環
境
委
員
会
に 

所
属
す
る
。
運
営
委
員
20
名
。 

（運
営
）年
１
回
の
総
会
、
２
ケ
月
に
１
回 

の
運
営
委
員
会
を
開
催
す
る
。 

（実
績
） 

会
の
存
在
は
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ 

た
が
、
他
人
への
お
願
い
の
遠
慮
が
有 

り
、
多
く
の
利
用
実
績
に
な
っ
て
い
な 

い
の
が
現
状
。 

年
間
利
用
実
績
は
５
～
６
件
。 

（活
動
の
広
が
り
） 

隣
人
と
の
付
き
合
い
を
広
げ
る
た
め 

に
、
年
３
回
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
月
１
回
の 

「体
操
と
歌
」を
行
っ
て
い
る
。 
今
年 

は
花
見
も
行
な
っ
た
。 

（思
い
出
） 

 

東
日
本
大
震
災
時
の
当
団
地
の
後
片
づ 

け
等
、
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
が
、 

話
し
だ
せ
ば
き
り
が
な
い
の
で
、
い
ず
れ 

ま
た
。  

 
 
 
 

八
展
会 

 

山
本
猛 

《原
発
事
故
の
行
方
を
監
視
し
よ
う
》 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
の
原
発
事
故 

は
、
数
多
く
の
原
発
事
故
の
中
で
２
大
事 

故
と
言
わ
れ
、
夫
々
数
十
万
人
の
市
民 

が
避
難
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
事
故 

の
残
留
放
射
能
は
世
界
的
に
拡
散
し
、
後 

続
被
害
は
長
期
に
わ
た
る
と
予
想
さ
れ 

る
が
、
日
本
の
政
策
の
あ
い
ま
い
さ
は
世 

界
を
不
安
に
さ
せ
て
き
た
。
特
に
ま
た
今 

年
の
避
難
指
示
解
除
と
、
停
止
原
発
再 

稼
働
が
課
題
再
燃
さ
せ
よ
う
。  

 
 
 

原
発
汚
染
対
策
で
参
考
と
す
べ
き
チ
ェ 

ル
ノ
ブ
イ
リ
は
、
陸
地
で
の
直
接
爆
発
で

影
響
圏
は
１
０
０
Ｋ
ｍ
に
及
ん
で
い
る
が
、

被
害
者
数
は
世
界
に
及
び
、
例
え
ば
事

故
発
生
後
15
年
間
で
約
１
０
０
万
人
と

い
う
研
究
報
告
が
あ
る
。
海
汚
染
も
含

む
福
島
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
は
、
な
お
深
刻

だ
。 放

射
能
汚
染
問
題
で
は
関
連
し
て
原 

爆
問
題
が
あ
り
、
広
島
・長
崎
へ
の
投
下

と
各
国
実
験
に
よ
る
被
爆
者
は
数
十
万

人
を
超
え
、
被
害
は
今
も
存
続
中
だ
。 

ふ
り
か
え
る
と
、
石
炭
・石
油
・ガ
ス
に
替 

わ
る
エ
ー
ス
と
し
て
、
鳴
り
物
い
り
で
45 

年
前
に
登
場
し
た
原
発
は
50
基
を
超
え 

(

世
界
３
位)

、
電
力
の
25
％
を
賄
っ
て
き 

た
。
福
島
の
事
故
を
機
に
廃
止
論
が
再 

燃
し
て
き
た
が
、
事
故
内
容
の
不
明
さ
、 

対
応
の
脆
弱
さ
、
長
期
対
策
の
あ
い
ま
い 

さ
が
あ
り
、
先
行
き
不
安
を
加
速
し
て
い 

る
。
発
電
機
か
ら
の
放
射
能
に
加
え
、
使 

用
済
燃
料
や
汚
染
廃
棄
物
の
処
理
問
題 

は
、
改
め
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
昨
今
で 

あ
る
。 

小
生
は
長
崎
原
爆
を
10
才
で
体
験
し 

た
（３
Ｋ
ｍ
で
水
泳
中
、
全
身
受
光
）。
又
妹

２
人
も
自
宅
前
で
裸
同
然
で
浴
び
た
が

(

２
Ｋ
ｍ)

、
20
才
で
乳
癌
に
か
か
り
、
60

才
で
脳
転
移
で
次
々
死
ん
だ
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

の
報
告
通
り
で
あ
っ
た
。
小
生
に
と
っ
て

放
射
能
の
中
長
期
的
影
響
問
題
は
「気
が

か
り
ご
と
」な
の
で
あ
る
。
多
く
の
出
版

物
を
前
に
、
東
京
も
人
が
住
め
な
く
な

る
日
を
夢
に
見
る
こ
の
頃
で
あ
る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
27
年
８
月 

エ
ル
フ 

松
尾
正
輝 

 



  
 

                        

                           

 
 

                          

                          

【ねりまシニアネットワーク（ＮＳＮ）の歴史】④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついの住まい研究会の講演会 

 

 平成 22 年(2010)  1 月 【第 1 回 138 名参加】 ｢坂本龍馬に学ぶ」福田嘉文氏 

 平成 22 年(2010) 11 月 【第 2 回 116 名参加】 ｢勝海舟はこう生きた」福田嘉文氏 

 平成 23 年(2011)  1 月 【第 3 回 190 名参加】 ｢江戸学入門」福田嘉文氏 

 平成 24 年(2012)  1 月 【第 4 回  82 名参加】 ｢レジャーと観光」前田勇氏 

 平成 24 年(2012) 【第 5 回 】  ｢徳川家康のすべてを語る」福田嘉文氏 

10 月  第 1 日  112 名参加  －徳川家康の生涯と人物像― 

11 月  第 2 日   68 名参加  －関ヶ原の戦いの舞台裏― 

 ※これより「ＷＨＣクラブ」主催（ＮＳＮ共催） 

平成 25 年(2013)  7 月 【第 1 回 50 名参加】 ｢ついの住まい研究会報告」武藤哲氏 

平成 25 年(2013) 11 月  【第 2 回 59 名参加】 ｢八重の波乱万丈の生涯」福田嘉文氏 

平成 26 年(2014)  3 月 【第 3 回 113 名参加】 ｢終活―もしもの時の準備―」二村祐輔氏 

平成 26 年(2014)  6 月  【第 4 回 64 名参加】 ｢東京の自然災害を考える」松田磐余氏 

平成 26 年(2014) 11 月  【第 5 回 151 名参加】 ｢認知症の予防と早期治療」長谷川和夫氏 

平成 27 年(2015)  3 月 【第 6 回 135 名参加】 ｢ピアノ演奏会」上園賢一氏 

                 
平成 25 年(2013)  3 月 【第 1 回 68 名参加】  ｢在宅に必要な訪問看護」重信好恵氏 

平成 26 年(2014)  1 月 【第 2 回 39 名参加】 ｢訪問診療の実際」森宏太郎氏 

平成 26 年(2014)  3 月 【第 3 回 26 名参加】 ｢介護が必要な時のサービス」木田正吾氏 

平成 26 年(2014)  7 月 【第 4 回 32 名参加】  ①「住宅改修」青木伸吾氏 

    ②「薬剤師による居宅療養管理指導」寺本仁氏 

平成 26 年(2014) 10 月 【第 5 回 46 名参加】   ｢練馬で 最期まで元気に生きる」今井伸氏 

   
 

  

   

   

講  演  会 

 
 
 
 

 
 

講 

演 

会 
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
シ
ニ
ア
に
関
心
の
あ
る
テ
ー

マ
で
一
般
向
け
の
講
演
会
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
平

成
22
年
か
ら
Ｎ
Ｓ
Ｎ
主
催
と
し
て
始
め
ま
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
講
演
部
会
で

し
た
が
、
平
成
25
年
か
ら
Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
主
催
と
し
て
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
Ｗ
は
福
祉
、
Ｈ
は
健
康
及
び
歴
史
、
Ｃ
は
文
化
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
意
味
し
ま
す
。
当
初
は
歴
史
も
の
が
喜
ば
れ
、
特
に
江
戸
時
代
を
得

意
と
す
る
講
師
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
頃
は
幅
広
く
社
会
問
題

も
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
楽
し
い
演
奏
会
も

組
み
入
れ
て
お
り
、
み
な
さ
ま
の
要
望
に
沿
っ
た
も
の
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

つ
い
の
住
ま
い
の
研
究
会 

 

シ
ニ
ア
の
こ
れ
か
ら
の
一
番
の
関
心
事
と
な
る
「
つ
い
の
住
ま
い
」
に
つ
い

て
一
人
で
取
り
組
む
の
は
難
し
い
の
で
、
み
ん
な
で
考
え
る
場
を
設
け
た

も
の
で
す
。
ま
ず
、
参
加
の
動
機
を
語
り
合
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
制
度

や
、
「
つ
い
の
住
ま
い
」
の
選
択
肢
を
学
び
、
実
際
に
見
学
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
講
演
会
を
通
算
５
回
開
催
し
て
、
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
同
期
会
会
員
に
も
最
新
の
情
報
を
提
供
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
「
私
の
思
い
」
を
書
い
た
り
話
し
合
う
こ
と
で
、
疑

問
点
・
不
安
点
を
具
体
的
に
抽
出
し
、
そ
の
解
消
を
図
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

 

平
成
23
年
10
月
か
ら
の
２
年
間
を
第
１
期
、
そ
の
後
の
２
年
間
を
第

２
期
と
し
て
開
催
し
、
当
初
の
目
的
を
果
た
し
て
平
成
27
年
８
月
に
終

了
し
ま
し
た
が
、
シ
ニ
ア
の
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

な
ん
ら
か
の
形
で
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ついの住まいの研究会講演会 



★
テ
ニ
ス 

シ
ニ
ア
初
心
者
教
室 

 

７
人
前
後
の
教
室
の
新
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

（練
習
日
）月
１
回
で
第
２
月
曜
日
９
時
か
ら
２
時
間 

（テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）石
神
井
松
の
風
文
化
公
園 

（参
加
費
）コ
ー
ト
代
（１
、
６
０
０
円
の
頭
割
り
） 

指
導
料
（参
加
者
１
人
月
１
、
０
０
０
円
） 

右
記
は
暫
定
案
で
、
そ
の
他
コ
ー
ト
の
抽
選
申
込
み
、

ボ
ー
ル
の
確
保
、
教
室
の
内
容
等
も
参
加
希
望
者
と 

話
し
合
っ
て
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（申
込
）ひ
ま
わ
り 
大
貫
☎
０
８
０
（５
４
０
９
）８
７
８
３ 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
山
本
☎
（３
９
９
５
）２
２
１
７ 

★
お
味
噌
作
り
の
ご
案
内 

美
味
し
く
て
！ 

発
ガ
ン
予
防
！ 

市
販
品
と
は
一
味
違
っ
た
「手
前
味
噌
」と
し
て
好
評
。 

(

開
催
日)

12
月
18
日(

金)

10
時
～
15
時
（予
定
） 

(

会
場
）石
神
井
交
流
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ 

調
理
実
習
室 

(

会
費
）３
、
０
０
０
円 

含
昼
食
・諸
経
費 

（注
）前
日
の
12
月
17
日
（木
）
11
時 

大
豆
・麹
を
配
布
（味
噌
４
キ
ロ
の
材
料
） 

(

申
込
・問
合
せ
）締
切
11
月
末
日 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

端 

☎
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（３
９
５
５
）０
６
１
３ 

ひ
と
み
会 

伊
知
地
☎
（５
９
３
４
）５
９
６
０ 

【定 

例 

行 

事
】 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
に
よ
り
、
自
然
に
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を

体
得
し
ま
し
ょ
う
。 

（日
時
）奇
数
月
第
４
月
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

（場
所
）谷
原
出
張
所
（高
野
台
駅
下
車
３
分
）の
予
定 

（会
費
）３
０
０
円
（当
日
参
加
者
） 

（申
込
・問
合
せ
）エ
ル
フ
内
藤
☎
（６
７
６
０
）２
８
１
５ 

 

☆
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
を
楽
し
む
会 

♤
♡
♢
♧ 

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
半
（オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）

を
省
略
・簡
単
に
し
た
ミ
ニ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
初
心
者
も

す
ぐ
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
で
、
認
知
症
予
防
に
も
な
り

ま
す
。
カ
ー
ド
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
で
で
も
遊
べ
ま
す
。 

（日
時
）毎
月
第
４
水
曜
日 

14
・
00
～
16
・
30 

（場
所
）男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

え
ー
る 

３
階 

和
室
（小
） 

（会
費
）１
０
０
円
（当
日
参
加
者
） 

（申
込
・問
合
せ
）ひ
と
み
会 

角
地 

 

☎
（３
９
０
４
）８
０
０
５ 

☆
話
飲(

ワ
イ
ン)

の
会 

自
由
に
お
弁
当
を
持
ち
こ
み
、
飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
く 

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。 

（月
日
）第
１
金
曜
日
と
第
３
水
曜
日
が
原
則 

（場
所
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・チ
ャ
イ
ハ
ナ
光
が
丘 

 

光
が
丘
駅
よ
り
徒
歩
５
分
。
Ｈ
Ｐ
参
照
。 

(
参
加
費)

５
０
０
円
。 

飲
み
物
代
含
む
。
要
予
約
。 

 
 
 
 
 
 

ワ
イ
ン
・ビ
ー
ル
・コ
ー
ヒ
ー
・紅
茶 

  
（申
込
・問
合
せ
）四
季
会 

吉
村 

☎
０
７
０(

６
５
５
９)

３
９
３
３ 

☆
囲 

碁 

愛 
好 

会 

み
ん
な
で
楽
し
く
囲
碁
を
！ 

(

日
時
）毎
月
第
２
火
曜
日 
13
・
00
～
17
・
00 

 
 
 
 
 

（そ
の
他
日
曜
又
は
休
日
） 

(

場
所
）サ
ン
ラ
イ
フ
練
馬 

和
室
（２
）・会
議
室 

(

会
費
）年
５
０
０
円 

(

申
込
・問
合
せ
）ま
る
く
会 

伊
藤 

☎
０
９
０
（７
４
１
５
）３
１
６
３ 

 

  

Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ 

▼
Ｈ
27
年
７
月
25
日
（土
）
14
・
00
～
16
・
00 

▼
Ｈ
27
年
８
月
22
日
（土
）
14
・
00
～
16
・
00 

連
絡
確
認
事
項 

①
講
演
会
（Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
と
共
催
） 

②
つ
い
の
住
ま
い
研
究
会 

③
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会 

④
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
委
員
会 

⑤
会
報
編
集
委
員
会 

⑥
そ
の
他 

  
 

・各
会
活
動
状
況
報
告
（エ
ル
フ
・ト
リ
ト
ン
） 

    
 

   

 
 

 

 

オープン参加行事のご案内 

編
集
後
記 

編
集
に
携
わ
っ
て
早
や
１
年
余
り
。
会
報
が
皆
様

の
目
に
ど
の
よ
う
に
届
い
て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま

す
。 新

同
期
会
「い
ち
ご
会
」の
皆
様
に
は
、
会
報
を
通

し
て
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
活
動
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
２
カ
月
に
１
度
の
会
報
で
は
、

行
事
・講
演
会
の
予
定
や
、
「会
員
の
ひ
ろ
ば
」で
は
各

会
の
会
員
の
思
い
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
８
月
は
連
続
８
日
の
猛
暑
日
が
あ
り
、
厳
し

く
酷
い
夏
で
し
た
。
そ
の
せ
い
か
９
月
末
に
な
っ
て
の

虫
の
声
は
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
で
も
ま

た
何
か
、
早
く
は
や
く
と
急
き
立
て
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
心
境
に
も
な
る
の
で
す
。 

 

10
月
８
日
に
は
浜
矩
子
教
授
の
時
局
講
演
会
が
有

り
ま
す
。
ど
ん
な
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
け
る
の
か
楽

し
み
で
す
。
「秋
澄
む
や 

…

」 

と
い
う
気
持
ち
に

な
れ
る
と
良
い
の
で
す
が
。 

（雅
） 

  

  

＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 


